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２．市の概況 

現在の八幡浜市は、平成17年に隣接する旧八幡浜市と旧西宇和郡保内町が合併して誕

生し、８年を経過したところである。旧八幡浜市は、昭和10年に市制を施行し、かつて

は、港を基盤とした商業都市として「伊予の大阪」と称される時期があった。旧保内町

は、江戸末期から、精蝋業、銅鉱業、紡績業、海運業などが立地し、明治11年には愛媛

で最初の銀行が設立されている。 

現在の八幡浜市は、日の丸、真穴、川上、蜜るなど優良ブランドを有するみかん産地、

宇和海を中心とした海の幸に恵まれた水産物の生産地、更に、１日往復20便のフェリー

が四国と九州を結ぶ港町として、全国に知られている。 

陸上交通網では、ＪＲ予讃線、国道197号、国道378号などがあり、四国８の字ルート

と大洲市北只で接続する地域高規格道路｢大洲・八幡浜自動車道｣の整備が進められてい

る。このうち｢名坂道路｣が本年３月に供用開始され、｢八幡浜道路｣については現在工事

中であり、｢夜昼道路｣も本年５月に新規事業化された。四国８の字ルートに直結するた

めには、残る｢大洲西道路(仮称)｣３kmの事業化を早期に進める必要がある。また、東九

州自動車道の全線開通が間近に迫っており、その際は、航路、地域高規格道路、四国８

の字ルートを経由するコースが、東九州地区と京阪神を結ぶ最短コースとなり、実質的

な第二国土軸として機能することが期待されている。 

一方、八幡浜港は特定地域振興重要港湾に指定され、四国と九州を結ぶ拠点的な港湾

としての機能強化が期待されている。また、並存する八幡浜漁港及び魚市場は、西日本

有数の魚種の多い水揚げを誇っており、八幡浜港とあわせて、港湾・漁港の集約的整備

による、賑わいあふれる交流空間の創出、交流人口の増加、経済活動の活性化の促進等

を目標とした｢八幡浜港(港湾・漁港)振興ビジョン｣が策定され、旧水産市場地先等水面

埋立地に、高度衛生管理型荷捌所(新魚市場)、道の駅・みなとオアシス｢八幡浜みなっ

と｣が平成25年に完成している。 

土地利用では、山が海に迫る平地に乏しい地形であるため、平地のほとんどが市街化

されており、特に、旧八幡浜市側では、明治以前からの数次の埋め立てにより市街地を

拡大してきた歴史がある。農地・山地については、水田が極めて少なく、山腹一帯にか

んきつ類の果樹園が広がっており、林業の対象となる林地も市域周辺部等の一部地域に

限られている。 

産業・経済面では、かんきつ農業、水産業、水産関連食品製造業、造船業などが主要

産業となっている。また、かつては南予北部の商業中心地であったが、交通環境が大き

く変化する中で、近年は厳しい状況に置かれている。 

医療面では、市立八幡浜総合病院があり、八西地域の中核病院として地域医療を担っ

ている。都市機能全般としては、旧の八幡浜市及び西宇和地区を合わせたエリアでの農

林水産・商・工の中心エリアとしての役割を果たしている。 

今後は、四国の西の玄関、佐田岬半島の付け根という地勢と、みなと、魚・みかんと

いった地域資源、八幡浜港(港湾・漁港)整備や地域高規格道路整備等の新たな条件を生

かし、新しい時代に対応したまちづくりを進めていくことが期待されている。 
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